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警察庁の資料によると、平成27年末時点の75歳以上の運転免許保有者は約478万人（全保
有者数：約8200万人）で10年前の2倍となり、今後さらに増えることが予測されている。また、
全交通死亡事故件数（第 1当事者が原付以上）は減少傾向にあるものの、75歳以上の高齢
ドライバーによる死亡事故件数が占める割合は高くなっている。今回は、こうした背景を受けて3月12日に施行された
改正道路交通法のポイントを解説するとともに、診断が下されれば免許取り消しにつながる認知症の予防や、各地域が
取り組んでいる高齢ドライバーへの安全運転教育を紹介する。
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75
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
3
年
に
1
回

の
免
許
証
更
新
時
に
30
分
程
度
で
終
わ
る
認
知

機
能
検
査
の
結
果
で
、「
認
知
症
の
お
そ
れ
あ

り
（
第
1
分
類
）」「
認
知
機
能
低
下
の
お
そ
れ

あ
り
（
第
2
分
類
）」「
認
知
機
能
低
下
の
お
そ

れ
な
し
（
第
3
分
類
）」
に
分
類
さ
れ
る
。

道
路
交
通
法
の
改
正
前
は
、
第
1
分
類
と
判

定
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
が
一
定
期
間
内
に

規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
時
に
都
道
府
県
の
公

安
委
員
会
が
行
う
臨
時
適
性
検
査
を
受
け
、
そ

こ
で
認
知
症
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
免
許
取
り

消
し
等
の
対
象
に
な
っ
た
。

平
成
29
年
3
月
12
日
の
改
正
後
は
、
第
1
分

類
に
入
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
違
反
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
全
員
、臨
時
適
性
検
査
（
医
師
の
診
断
）

を
受
け
る
か
、
主
治
医
な
ど
の
診
断
を
受
け
、

そ
の
診
断
書
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
時
は
、
免
許
の
取
消
し
等
の
対
象
に

な
る
。

ま
た
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
第
1
分
類
ま

た
は
第
2
分
類
と
判
定
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
高
齢
者
講
習
に
つ
い
て
は
、
実
車
指
導

の
際
に
運
転
の
様
子
を
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

で
記
録
し
そ
の
映
像
に
基
づ
い
て
個
人
指
導
を

行
う
な
ど
内
容
が
高
度
化
さ
れ
、
講
習
時
間
も

延
長
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
75
歳
未
満
と
75
歳

以
上
の
う
ち
第
3
分
類
と
判
定
さ
れ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
す
る
高
齢
者
講
習
に
つ
い
て
は
、
内

容
が
合
理
化
さ
れ
、
時
間
も
短
縮
さ
れ
た
。

施
行
前
は
3
年
に
1
回
の
免
許
証
更
新
時
に

受
け
る
認
知
機
能
検
査
だ
が
、
免
許
更
新
時
以

外
で
も
一
定
の
違
反
行
為（
上
記
参
照
）が
あ
っ

た
場
合
は
、
3
年
を
待
た
ず
に
受
け
る
こ
と
に

な
る
（
臨
時
認
知
機
能
検
査
）。
そ
こ
で
第
1

分
類
と
判
定
さ
れ
る
と
、
更
新
時
と
同
様
に
臨

時
適
性
検
査
を
受
け
る
か
、
ま
た
は
主
治
医
な

ど
の
診
断
を
受
け
て
そ
の
診
断
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
臨
時
認
知
機
能
検
査
の
結

果
が
前
回
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る
場
合
は
、
臨

時
高
齢
者
講
習
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

特集：高齢ドライバーの交通事故防止

臨時認知機能検査の要件となる一定の違反行為

・信号無視（例：赤信号を無視）
・通行禁止違反（例：通行禁止の道路を通行）
・通行区分違反（例：逆走、歩道を通行）
・横断等禁止違反（例：転回禁止の道路で転回）
・進路変更禁止違反（例：黄の線で区画されている車道で、

黄の線を越えて進路を変更）
・しゃ断踏切立入り等（例：踏切のしゃ断機が閉じている間

に踏切内に進入）
・交差点右左折方法違反（例：徐行せずに左折）
・指定通行区分違反（例：直進レーンを通行しているにもか

かわらず、交差点で右折）
・環状交差点左折等方法違反（例：徐行せずに環状交差点で

左折）
・優先道路通行車妨害等
　（例：交差道路が優先道路であるのにもかかわらず、優先

道路を通行中の車両の進行を妨害）
・交差点優先車妨害
　（例：対向して交差点を直進する車両があるのにもかかわ

らず、それを妨害して交差点を右折）
・環状交差点通行車妨害等（例：環状交差点内を通行する他

の車両の進行を妨害）
・横断歩道等における横断歩行者等妨害等
　（例：歩行者が横断歩道を通行しているにもかかわらず、

一時停止することなく横断歩道を通行）
・横断歩道のない交差点における横断歩行者妨害等
　（例：横断歩道のない交差点を歩行者が通行しているにも

かかわらず、交差点に進入して、歩行者を妨害）
・徐行場所違反（例：徐行すべき場所で徐行しなかった）
・指定場所一時不停止等（例：一時停止せずに交差点に進入）
・合図不履行（例：右折する時に合図を出さなかった）
・安全運転義務違反（例：ハンドル操作を誤った、必要な注

意をすることなく漫然と運転）

改
正
道
路
交
通
法

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
対
策

臨時高齢者講習

・実車指導
・個人指導

計 2 時間

臨時適性検査または診断書提出命令

運転免許を更新する時

75歳未満

高齢者講習
（合理化）

・運転適性検査
・双方向型講義
・実車指導

計 2 時間

高齢者講習
（高度化）

・運転適性検査
・双方向型講義
・実車指導
・個人指導

計 3 時間

更新時の認知機能検査

　認知症のおそれ（第1分類）

　認知機能の低下のおそれ（第2分類）

認知機能の低下のおそれなし（第3分類）

一定の違反をした時

検査の結果が前回
よりも悪くなって
いる場合

臨時認知機能検査

　認知機能の低下のおそれ（第2分類）

認知機能の低下のおそれなし（第3分類）

▼

▼ ▼ ▼

▼

▼

▶ 

▼

　認知症のおそれ（第1分類）

75歳以上 75歳以上

新設

新設

75歳未満

更新時の認知機能検査

　認知機能の低下のおそれ（第2分類）

認知機能の低下のおそれなし（第3分類）

　認知症のおそれ（第1分類）

第1分類のドライバーが更新期
間満了日の1年前から更新申請
の前日までに規定の違反行為を
していた場合に臨時適性検査（医
師の診断）を実施

▶

▼

75歳以上

▼ ▼
高齢者講習

運転免許を更新する時
（平成 29 年 3 月11 日以前）

（平成 29 年 3 月12 日以降）

改正前

改正後



加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
や
運
転
の
ク

セ
は
自
分
自
身
で
は
気
づ
き
に
く
い
。
そ
れ
ら

を
高
齢
者
に
自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
安
全

運
転
や
事
故
防
止
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
取
組

み
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

は
、
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。

栃
木
県
で
は
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
内
に

あ
る
ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク

（
A
S
T
P
）
で
県
内
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を

対
象
に
「
し
あ
わ
せ
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
ス
ク
ー

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
全
に
長
く
運
転
を

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、「
認
知
症
の
お
そ
れ
」

が
な
い
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
認
知
症
と
は
、
ど
の

よ
う
な
病
気
な
の
か
、
鳥
取
大
学
医
学
部
教
授

で
、
日
本
認
知
症
予
防
学
会
理
事
長
で
も
あ
る

浦
上
克
哉
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

認
知
症
と
は
脳
の
障
が
い
に
よ
り
知
的
能
力

が
低
下
す
る
病
気
の
総
称
で
、
も
の
忘
れ
が
続

い
て
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
で
あ
る

と
浦
上
さ
ん
は
説
明
す
る
。
認
知
症
に
は
様
々

な
種
類
が
あ
る
が
、
日
本
人
の
認
知
症
で
最
も

多
い
の
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
で
あ
る
。「
老

化
に
よ
る
も
の
忘
れ
は
、
人
の
名
前
を
す
ぐ
に

思
い
出
せ
な
い
な
ど
、
脳
に
記
憶
さ
れ
て
い
る

膨
大
な
情
報
か
ら
的
確
に
引
き
出
せ
な
く
な
る

状
態
で
す
。
時
間
を
か
け
た
り
、
誰
か
か
ら
ヒ

ン
ト
を
も
ら
え
ば
、
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
は

脳
の
中
で
記
憶
を
保
持
す
る
海
馬
と
い
う
部
分

が
障
が
い
を
受
け
、
新
し
い
記
憶
を
保
存
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
障

が
い
が
脳
の
ほ
か
の
部
分
に
拡
が
る
と
、
徐
々

に
昔
の
記
憶
も
失
わ
れ
て
い
く
の
で
す
」。
も

の
忘
れ
が
増
え
て
も
、
そ
れ
が
自
覚
で
き
て
い

る
う
ち
は
軽
度
認
知
障
が
い
（M

CI

＝M
ild 

Cognitive Im
pairm

ent

）
の
状
態
だ
と
い
う
。

こ
の
段
階
で
気
づ
け
ば
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
思
い
当
る
人
は
ぜ
ひ
専
門
医
の

診
察
を
受
け
て
ほ
し
い
と
浦
上
さ
ん
は
訴
え

る
。ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
を
発
症
す
る

と
、
に
お
い
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。
こ
れ
に
着
目
し
た
浦
上
さ
ん
は
、
脳

の
海
馬
が
障
が
い
を
受
け
る
よ
り
先
に
嗅
覚
の

は
た
ら
き
が
低
下
す
る
こ
と
を
つ
き
と
め
た
。

「
嗅
神
経
が
障
が
い
を
受
け
、
良
い
香
り
は
わ

か
る
の
で
す
が
、
悪
臭
に
気
づ
か
な
く
な
る
の

で
す
。
た
だ
し
、
嗅
神
経
は
再
生
能
力
が
高
い

の
で
、
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
生
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
症
状
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
」。

嗅
神
経
を
刺
激
す
る
の
に
効
果
的
な
方
法
と

し
て
、
浦
上
さ
ん
は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
推

奨
す
る
。
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
は
ハ
ー
ブ
や
果

実
、
花
な
ど
か
ら
香
り
の
成
分
を
抽
出
し
た
精

油
（
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
）
の
芳
香
を
吸
い
込
む
こ

と
で
、
心
身
を
健
康
に
保
つ
療
法
だ
。
浦
上
さ

ん
は
臨
床
研
究
を
重
ね
、
昼
間
は
脳
を
活
発
に

す
る
た
め
に
交
感
神
経
を
刺
激
す
る
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
カ
ン
フ
ァ
ー
と
レ
モ
ン
、
夜
は
よ
く
眠
れ

る
よ
う
に
、
副
交
感
神
経
を
刺
激
し
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
真
正
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
ス
イ
ー
ト
オ

レ
ン
ジ
と
い
う
効
果
的
な
組
み
合
わ
せ
を
発
見

し
、
そ
の
有
効
性
も
実
証
し
て
い
る
。

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
は
、
脳
内
に
ア
ミ
ロ

イ
ド
β
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
分
解
さ
れ
ず
に

蓄
積
す
る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
こ
の
ア
ミ
ロ

イ
ド
β
を
分
解
す
る
た
め
に
は
十
分
な
睡
眠
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
良
い
睡
眠
を
と
る
た
め
に

も
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」。

「
車
庫
入
れ
が
下
手
に
な
っ
た
り
、
車
体
に

コ
ス
リ
傷
が
増
え
て
い
た
り
、
今
ま
で
な
か
っ

た
ミ
ス
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
認
知
症
を
疑

う
必
要
が
あ
り
ま
す
」。
運
転
行
動
に
お
い
て

も
認
知
症
の
兆
候
を
つ
か
む
こ
と
を
可
能
に
す

る
た
め
、
浦
上
さ
ん
は
自
身
が
理
事
を
務
め
る

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

高
齢
者
安
全
運
転
支

援
研
究
会
に
よ
る
「
運
転
時
認
知
障
が
い
早
期

発
見
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
30
」（
右
記
参
照
）
を

監
修
し
た
。
こ
の
リ
ス
ト
は
同
研
究
会
や
埼
玉

県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
公
開

さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
M
C
I
の
疑
い
の

あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
5
問
以
上
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
で
認
知
症
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の

で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
認
知
症
に
な
っ
て
し

ま
う
と
、
ク
ル
マ
の
運
転
は
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
安
全
に
長
く
運
転

を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、M
C
I
の
段

階
で
の
早
期
発
見
が
重
要
で
す
」。
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早
期
発
見
に
よ
っ
て

認
知
症
の
進
行
を
抑
え
る

安全に長く運転を続けるために

こ
の
ほ
か
、
浦
上
さ
ん
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
パ

ソ
コ
ン
と
の
対
話
形
式
に
よ
る
「
物
忘
れ
相
談

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
開
発
。
言
葉
や
日
時
に
関
す

る
質
問
、
図
形
を
識
別
す
る
質
問
を
通
し
て
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
の
検
査
が
で
き
る
。
鳥
取

県
内
の
3
ヵ
所
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、
医
療
機
関
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。「
認
知
症
は
治
療
だ

け
で
な
く
、
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
も
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
認
知
症
の

予
防
に
は
﹃
運
動
﹄﹃
知
的
活
動
﹄﹃
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
﹄
の
3
つ
が
効
果
的
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
早
期
発

見
と
予
防
の
大
切
さ
を
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

平
成
16
年
に
浦
上
さ
ん
が
鳥
取
県
琴
浦
町
の

M
C
I
の
方
を
対
象
に
始
め
た
「
認
知
症
予
防

教
室
」
は
今
で
は
県
内
の
全
市
町
村
に
拡
が
っ

て
い
る
。

□ 車のキーや免許証などを探し回ることがある。
□ 今までできていたカーステレオやカーナビの操作ができなくなった。
□ トリップメーターの戻し方や時計の合わせ方がわからなくなった。
□ 機器や装置（アクセル、ブレーキ、ウィンカーなど）の名前を思い出せないことがある。
□ 道路標識の意味が思い出せないことがある。
□ スーパーなどの駐車場で自分の車を停めた位置が分からなくなることがある。
□ 何度も行っている場所への道順がすぐに思い出せないことがある。
□ 運転している途中で行き先を忘れてしまったことがある。
□ 良く通る道なのに曲がる場所を間違えることがある。
□ 車で出かけたのに他の交通手段で帰ってきたことがある。
□ 運転中にバックミラー（ルーム、サイド）をあまり見なくなった。
□ アクセルとブレーキを間違えることがある。
□ 曲がる際にウインカーを出し忘れることがある。
□ 反対車線を走ってしまった（走りそうになった）。
□ 右折時に対向車の速度と距離の感覚がつかみにくくなった。
□ 気がつくと自分が先頭を走っていて、後ろに車列が連なっていることが良くある。
□ 車間距離を一定に保つことが苦手になった。
□ 高速道路を利用することが怖く（苦手に）なった。
□ 合流が怖く（苦手に）なった。
□ 車庫入れで壁やフェンスに車体をこすることが増えた。
□ 駐車場所のラインや、枠内に合わせて車を停めることが難しくなった。
□ 日時を間違えて目的地に行くことが多くなった。
□ 急発進や急ブレーキ、急ハンドルなど、運転が荒くなった（と言われるようになった）。
□ 交差点での右左折時に歩行者や自転車が急に現れて驚くことが多くなった。
□ 運転している時にミスをしたり危険な目にあったりすると頭の中が真っ白になる。
□ 好きだったドライブに行く回数が減った。
□ 同乗者と会話しながらの運転がしづらくなった。
□ 以前ほど車の汚れが気にならず、あまり洗車をしなくなった。
□ 運転自体に興味がなくなった。
□ 運転すると妙に疲れるようになった。

30 問のうち5 問以上にチェックが入った方は要注意。
認知症予防を心がけていただくとともに、毎年 1 度はご自身でチェックを行い、項目が増えるようなことが
あれば専門医や専門機関の受診を検討しましょう。

出典：特定非営利活動法人 高齢者安全運転支援研究会ホームページ　http://sdsd.jp/untenjiniunchisyougai/checklist30/

鳥取大学医学部教授・日本認知症予防学会理事長の
浦上克哉さん

運転時認知障がい早期発見チェックリスト 30
「自分に

当てはまる」

と思う項目に

チェック

認
知
症
の
特
徴

予
防
に
つ
な
が
る

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

運
転
の
変
化
に
よ
っ
て

M
C
I
の
兆
候
を
と
ら
え
る

地
域
で
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
交
通
事
故
防
止
対
策

特集

高齢ドラ
イバー

の交通事
故防止

　
●
栃
木
県
の
取
組
み

自
分
の
運
転
を
客
観
的
に
振
り
返
る



や
加
減
速
の
変
化
も
記
録
す
る
。
そ
の
後
、
受

講
者
3
人
1
組
と
な
り
、
記
録
さ
れ
た
映
像
や

デ
ー
タ
を
も
と
に
各
々
の
運
転
を
振
り
返
る
。

例
え
ば
、
コ
ー
ス
の
数
ヵ
所
に
あ
る
「
止
ま

れ
」
の
標
識
が
設
置
さ
れ
た
一
時
停
止
場
所
で

は
停
止
線
の
手
前
で
止
ま
っ
て
い
る
か
、
適
切

な
安
全
確
認
が
で
き
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

　

ス
ク
ー
ル
を
担
当
し
て
い
る
A
S
T
P
の

氏
家
幸
作
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は「
私
た
ち
は
、

で
き
て
い
な
か
っ
た
点
を
指
摘
す
る
の
で
は
な

く
、
本
人
の
気
づ
き
を
促
す
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
映
像
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
一

時
停
止
、
安
全
確
認
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
で

ル
（
以
下
、
ス
ク
ー
ル
）」
を
開
催
し
て
い
る
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
運
転
の
変
化
に
気

づ
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
た
め
の
も
の

だ
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
で
使
用
さ
れ
る
高
齢
者
向

け
の
安
全
運
転
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
自
分

の
運
転
行
動
を
客
観
的
に
振
り
返
る
（
自※
１

己
観

察
法
）」「
受
講
者
自
ら
答
え
を
見
つ
け
だ
す
」

こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
受
講
者
3
人
ご

と
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
1
人
が
つ
く
と
い
う

少
人
数
制
で
、
受
講
者
一
人
ひ
と
り
が
実
車
で

指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
運
転
し
、
そ
の
様
子
を

車
内
外
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
速
度

徳
島
県
警
察
本
部
は
（
一
社
）
日
本
自
動
車

販
売
協
会
連
合
会
徳
島
県
支
部
（
以
下
、
自
販

連
）、
徳
島
文
理
大
学
、
伊
月
病
院
と
協
力
し

て
4
月
1
日
か
ら
「
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運

転
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
開
始
し
た
。

こ
の
事
業
は
徳
島
県
内
の
四
輪
販
売
会
社
に
お

い
て
新
車
を
購
入
し
、
か
つ
協
力
を
承
諾
し
て

く
れ
た
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
（
65
歳
以
上
）
に
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
無
償
で
提
供
し
、
記
録

さ
れ
た
映
像
を
大
学
の
研
究
者
ら
に
分
析
し
て

も
ら
う
と
い
う
取
組
み
だ
。
協
力
し
た
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
は
取
付
1
ヵ
月
後
、
6
ヵ
月
後
お
よ

び
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
体
験
時
に
映
像
を
徳
島
県

警
に
提
出
す
る
。
自
販
連
は
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
提
供
・
取
付
、
徳
島
文
理
大
学
は
映
像

の
分
析
、
伊
月
病
院
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
技
能
（
身
体
・
認
知
機
能
等
）
に
関
す
る
評

価
測
定
、
徳
島
県
警
は
映
像
に
基
づ
く
交
通
安

全
指
導
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
。
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徳
島
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課
指
導

官
の
田
村
公
一
さ
ん
は
「
県
内
の
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
日
常
生
活
で
の
﹃
し
て
い
る
運
転
﹄
を

確
認
し
、
そ
の
運
転
特
性
の
把
握
や
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
場
面
に
遭
遇
し
た
際
の
前
段
階
の
状
況

を
分
析
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
し
た
交
通
安
全
教
育
の

実
施
に
よ
っ
て
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故

防
止
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
事
業
の
目
的
を
話
す
。

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
、
75
歳
以
上

の
認
知
機
能
検
査
が
強
化
さ
れ
る
な
ど
、
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
都
市
部
以
外
の
公
共
交
通
機
関
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
ク
ル
マ
の
運

転
が
で
き
な
い
と
、
買
い
物
や
通
院
と
い
っ
た

日
常
生
活
自
体
が
成
り
立
た
な
い
高
齢
者
が
多

い
は
ず
だ
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
全
に
で
き

る
だ
け
長
く
運
転
を
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

と
教
育
を
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

特集

高齢ドラ
イバー

の交通事
故防止

安全に長く運転を続けるために

※ 1  自己観察法＝東北工業大学の太田博雄名誉教授らが（公財）国際交通安全学会などで研究成果を報告している手法。自分の運転をビデオで録画して観察し、「我が身振り見て、我が振り直す」手法。
※ 2  Honda 動画 KYT（危険予測トレーニング）＝実際の交通状況を再現した動画を見ながら危険を予測し、結果を参加者同士が振り返って議論することで安全を学ぶ教育機器。詳しくは右記のホームページを参照。http://www.honda.co.jp/safetyinfo/animation_kyt/ 　

き
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
受
講
者
の
運
転
行
動

や
考
え
方
の
違
い
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
、
自
分
の
運
転
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

ス
ク
ー
ル
が
始
ま
っ
た
平
成
21
年
度
か
ら
平

成
28
年
度
ま
で
に
1
0
0
0
人
以
上
が
受
講

し
て
い
る
。
平
成
29
年
度
か
ら
は
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
車
両
を
含
め
、
車
載
カ
メ
ラ
や
デ
ー
タ
記
録

装
置
が
一
新
さ
れ
て
い
る
。
氏
家
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
は
栃
木
県
内
の
す
べ
て
の
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
に
受
講
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。

埼
玉
県
で
は
、
昨
年
11
月
よ
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
や
自
治
会
な
ど
高
齢
者
が
集
ま
る
会
合
に
安

全
運
転
に
関
す
る
専
門
職
員
（
高
齢
者
安
全
運

転
推
進
員
）
を
派
遣
す
る
講
習
会
を
開
始
。
こ

れ
ま
で
に
48
回
開
催
し
、3
3
0
0
人
の
高
齢

者
が
受
講
し
て
い
る
（
平
成
29
年
5
月
16
日
現

在
）。こ
の
講
習
会
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
、
自
分
の
有
効
視
野
が
狭
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
高
齢
者
に
確
認
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

講
習
会
を
主
催
す
る
埼
玉
県
県
民
生
活
部
防

犯
・
交
通
安
全
課
主
幹
の
伊
藤
智
章
さ
ん
は「
加

齢
に
よ
る
身
体
の
変
化
を
実
感
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
本
人
の
気
づ
き
が
重
要
で
す
。
そ

の
気
づ
き
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
よ
る
テ
ス
ト
を
導
入
し
ま
し
た
」
と

話
す
。

テ
ス
ト
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
中
央
に
表
示

さ
れ
る
○
や
△
と
い
っ
た
記
号
を
注
視
し
な
が

ら
、
画
面
の
端
で
点
滅
す
る
別
の
記
号
を
覚
え

て
答
え
る
と
い
う
も
の
だ
。
千
葉
県
立
保
健
医

療
大
学
准
教
授
の
藤
田
佳
男
さ
ん
が
開
発
し
た

ソ
フ
ト
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
画

面
に
複
数
の
記
号
が
一
瞬
表
示
さ
れ
、
す
べ
て

同
じ
記
号
だ
っ
た
時
の
み
、
画
面
を
タ
ッ
チ
す

る
と
い
う
反
応
の
正
確
さ
や
ス
ピ
ー
ド
を
判
定

す
る
テ
ス
ト
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
講
習
会
で
は
ホ※
２

ン
ダ
動
画

K
Y
T
を
使
い
、
高
齢
者
の
危
険
感
受
性
と

事
故
回
避
能
力
を
高
め
る
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
も

用
意
し
て
い
る
。

「しあわせ高齢ドライバースクール」の実車走行ではインストラクターが助手席に
同乗し、受講者の運転で気になった場面をチェックしていく

実車走行が終了
すると、教室で
各々の運転を振
り返る

実車走行で記録された映
像。0.25G 以上の急減速・
急加速があった場面は自
動的に記録されるほか、イ
ンストラクターが気になっ
た場面も任意で残せる（画
面中央の横に並ぶ丸数字）

実車走行は ASTP のあるツインリンクもてぎ内の
道路で行われる

埼玉県の高齢者安全運転推進員による講習会。
タブレットによるテストで自分の有効視野が狭まって
いることを高齢者に確認してもらう

講習会では Honda 動画
KYTも活用している

　
●
徳
島
県
警
の
取
組
み

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用

　
●
埼
玉
県
の
取
組
み

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
有
効
視
野
を
確
認

タブレットの画面

※写真は新しい機材でスクールをデモンストレーションしたもの




